
 
拝
啓 

 
 

朝
夕
の
寒
さ
も
日
増
し
に
厳
し
く
な
Ḉ
て
参
り
ま
し
た
が
皆
様
に
は
お
元
気
に
て
お
過
ご
し
の
事
と
存
じ
ま
す
ᷞ 

 

さ
て

今ᷝ
年
も｢

し
ば
ら
れ
地
蔵
結
び
達
磨
市｣

の
時
期
に
な
Ḉ
て
参
り
ま
し
た
ᷞ 

 

開
運
の
縁
起
も
の
と
し
て
身
体
に
し
Ḉ
か
り
と
縄
が
結
ば
れ
た
᷷ 

結
び
達
磨 

᷸
ᷝ
一
年
の
大
役
を
果
た
し
た
達
磨
は
ど
う
ぞ

お
寺
に
お
納
め
下
さ
い
ᷞ 

 
 

新
年
の
名
入
れ
᷷ 
結
び
達
磨 

᷸
を
お
申
込
み
戴
く
方
は
ᷝ
注
文
票
に
ご
記
入
戴
き
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
ご
返
送
下

さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
ᷞ 

 

尚

代ᷝ
金
は
左
記
口
座
番
号
に
お
振
込
み
戴
く
か
現
金
で
お
持
ち
下
さ
い
ᷞ 

 
 
 
 
 
 

口
座
記
号 

 
 
 
 

口
座
番
号 

 
 
 

東
京 

０
０
１
５
０ 

― 

３ 
― 
７
５
９
３
５
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
掌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

結
び
達
磨
市 

 
 
 

十
二
月
三
十
一
日
ᷫ
大
晦
日
・ᷬ
一
月
一
日
ᷫ
元 

旦
ᷬ 

 

達
磨
の
開
眼
供
養 

本
堂 

十
二
月
三
十
一
日
ᷫ
大
晦
日
ᷬ
午
後
一
時
よ
り
午
前
二
時
ま
で 

                        

一 

月 

一 

日
ᷫ
元 

旦
ᷬ
午
前
九
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で 

 
 
 

 
 

◎ 

名
入
れ
結
び
達
磨
代
金 

 
 

金 

一 

万 

円 
 

 
 
 
 
   

◎ 

名
入
れ
で
な
い
結
び
達
磨
は

当ᷝ
日 

達
磨
市
で
お
買
い
求
め
下
さ
い
ᷞ 

 
 
 
 
 
 

᷻ 

結
び
達
磨
価
格 

᷼ 

千
円 

・ 

二
千
円 

・ 

三
千
円 

・ 

五
千
円 

・ 
一
万
円 

 
 

◎
十
二
月
三
十
一
日
ᷫ
大
晦
日
ᷬ 

 
 
   

✱ 

縄
解
き
供
養 

声
明 

ᷫ
住
職
・
衆
僧
に
よ
る
ᷬ 

  
   

 

境
内 

午
後
十
一
時
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

雅
楽
演
奏
ᷫ
伶
楽
舎
に
よ
る
ᷬ
笙
・
篳
篥
・
横
笛 

 
 
   

✱ 

除
夜
の
鐘
ᷫ
午
後
十
時
か
ら
番
号
札
を
配
り
ま
す
ᷬ       

境
内 

午
前 

０ 

時
よ
り 

 
 
 
 
 

※
尚

除ᷝ
夜
の
鐘
の
奉
撞
は
百
八
回
で
打
ち
止
め
と
な
り
ま
す
ᷞ 

 
 

◎
一
月
一
日 

ᷫ
元  

旦
ᷬ 

 
 
   

✱ 

水
元
し
ḋ
う
ぶ
太
鼓 

ᷫ
加
藤
善
一
郎 

他
ᷬ 

         

境
内 

午
後
十
二
時
よ
り 

 
    

✱ 

し
ば
ら
れ
地
蔵
音
頭
踊
り
ᷫ
花
柳
紫
泉
社
中
に
よ
る
ᷬ 

 
 
   

✱ < 

鏡
味
ᷫ
か
が
み
ᷬ
社
中
に
よ
る > 
 
 
 
           

境
内 

午
後 

一 

時
よ
り 

 
 
 
    

江
戸
大
神
楽
ᷫ
だ
い
か
ぐ
ら
ᷬ 

 
 
 
 
   

獅 

子 

舞 
 

 
 
 
 
   

仁
羽
ᷫ
に
ん
ば

ひᷬ
ḋ
Ḉ
と
こ
・
お
か
め
踊
り 

 
 

◎
一
月
二
日 

 
 
  

✱ 

音
楽
コ
ン
サ
ー
ト(

ジ
ḕ
ズ
・
ポ
ピ
Ḗ
ラ
ー
音
楽) 

 
 
 
 
 

境
内 

午
前
十
一
時
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
を
行
Ḉ
て
お
り
ま
す
ᷞ 

 
 
 

 
 

※
昨
年
の
達
磨

おᷝ
守
り
は
お
寺
に
お
納
め
下
さ
い
ᷞ  

  
  
  
  
  
   

  
  
  
   

 
  
  
  
  
   

  
  
  
  
   

  
  
  
  
   

  
  
  
  
   

  
  
  
  
   

  
  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
ᷫ
三
六
〇
七
ᷬ
一
七
五
八 

 
  
  
  
  
   

  
  
  
  
   

  
  
  
  
   

  
  
  
  
   

  
  
  
  
   

  
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
ᷫ
三
六
〇
七
ᷬ
八
三
三
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
ば
ら
れ
地
蔵 

南 

蔵 

院 


